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　心臓核医学検査においては，個々の患
者の体形や心臓の大きさによっては検査
が困難であったり，時間を要したりするこ
とが課題とされてきた。また，被ばく低減
や撮像時間の短縮などの，患者負担を
減らす取り組みも注目されているところで
ある。本稿では，2022年4月に発売を開
始した心臓専用半導体SPECT装置
「MyoSPECT」（図1）について解説する。

■  CZT Detector

　検出器には半導体SPECTの先行機
種である「Discovery NM 530 c」と同
様，テルル化亜鉛カドミウム（CZT）を
使用している。本検出器は，入射した
γ線を直接変換することで，従来のNaI
クリスタルよりもエネルギー分解能を高
めている（図2）。1つのモジュールは1辺

4cmの正方形で，2 . 46mmのピクセル
サイズであり，これが空間分解能となる。
これらの技術により，99mTc，201Tl，123 I
イメージングにおいて，従来は難しいと
されてきた2核種同時検査を高画質で提
供することが可能となった。

■  Alcyone Technology

　半導体（CZT）検出器と心臓にフォー
カスしたコリメータの組み合わせによる
GE独自の技術を「Alcyone Technology」
と呼ぶ（図3）。MyoSPECTでは，19個
の検出器モジュールを半リング状に配置
し，そのすべてが同時にデータ収集を行
うことで，ガントリを回転させることな
く短時間撮像が可能となった（図4）。さ
らに，高時間分解能のデータ取得により，
動的解析による冠血流予備能（CFR）
や心筋血流量（MBF）の評価も実現し
ている（図5）。

■  Smart Positioning

　心臓核医学において，患者の心臓に
は個々の最適なスキャン位置が存在す
る。「Smart Positioning」機能は，プロ
ジェクションデータを用いて個々の患者
を最適化された位置（FOVの中心）に
自動で移動させる（図6）。また，安静時
と負荷時検査間のポジショニングを記憶
する「Learn Form」機能により，安静-
負荷検査間の心臓の位置の調整を，最
初のスキャン画像の輪郭との重ね合わせ
によって簡便に行うことが可能である
（図7）。安静-負荷検査間で一貫した位
置を確保することで，読影時にスライス
を比較する際の不一致を最小限に抑え
られる。

■  Extended Field of View

　マルチピンホールコリメータによる有
効視野を拡大する「Extended Field of 
View」機能は，体格の大きな患者を撮
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図2　 NaIクリスタルの検出方式（a）とCZTの検出方式（b）
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図1　 心臓専用半導体SPECT装置
MyoSPECT

図3　 Alcyone Technology




